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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ユーザが家庭や仕事場において簡単に組立てる
ことができ、しかも使用しない部品を少なくした組立式
家具を提供する。
【解決手段】横幅及び奥行が高さＨの整数倍の寸法Ｌの
矩形ボックス状をなし、前面が開放され、縦置き又は横
置きにして用いられる複数の収納ボックス１０Ａ、１０
Ｂを用い、これを底板１１上に縦横に並べ又は積み重ね
、その上に天板１２を搭載して連結し、又は底板１１の
上面一側部上に収納ボックス１０Ａ、１０Ｂを横置き多
段に積み重ね、底板１１上の他側端縁にサイドフレーム
１３を起立させて天板１２を搭載して連結することによ
って、ハンガーラック付き収納棚２０及び収納ボックス
１０Ａ、１０Ｂの縦横の組合せの異なる複数のローボー
ドの群から選択される家具とする。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　横幅及び奥行が高さＨの整数倍の寸法Ｌの矩形ボックス状をなし、前面が開放され、縦
置き又は横置きにして用いられる複数の収納ボックス（１０Ａ、１０Ｂ）と、
　横幅が上記収納ボックス（１０Ａ、１０Ｂ）の横幅Ｌの整数倍の寸法で、奥行が上記収
納ボックス（１０Ａ、１０Ｂ）の奥行Ｌと等しい矩形板状をなし、底面四隅に脚（１１Ａ
）が設けられ、その上面全面にわたって又は上面一側部に上記複数の収納ボックス（１０
Ａ、１０Ｂ）が縦置き多列、横置き多段又は縦置きと横置きの組合せにて並べられる底板
（１１）と、
　高さが底板（１１）上面一側部上の横置き多段の上記収納ボックス（１０Ａ、１０Ｂ）
の高さに等しい矩形状をなし、上記底板（１１）上の他側端縁に起立されるサイドフレー
ム（１３）と、
　上記底板（１１）上に並べられた収納ボックス（１０Ａ、１０Ｂ）の上、又は上記底板
（１１）上に並べられた収納ボックス（１０Ａ、１０Ｂ）と起立されたサイドフレームの
上に搭載される天板（１２）と、
　上記底板（１１）上において上記起立されたサイドフレーム（１３）と横置き多段の上
記収納ボックス（１０Ａ、１０Ｂ）の側面との間に掛けわたされ、ハンガーを構成するハ
ンガーフレーム（１５）とを備え、ハンガーラック付き収納棚（２０）及び収納ボックス
の縦横の組合せの異なる複数のローボード（２１～２４）の群から選択される家具に組立
て可能となしたことを特徴とする組立式家具。
【請求項２】
　上記天板（１２）は上記底板（１１）と等しい形状及び大きさを有している請求項１記
載の組立式家具。
【請求項３】
　上記ハンガーラック付き収納棚（２０）は、上記底板（１１）上の一側部上に収納ボッ
クス（１０Ａ、１０Ｂ）を横置き多段に積み重ね他側縁にサイドフレーム（１３）を起立
させ、両者の間にハンガーフレーム（１５）を掛けわたした構造をなし、
　上記ローボード（２１～２４）は、上記底板（１１）上に縦置きにした上記収納ボック
ス（１０Ａ、１０Ｂ）を横に並べその上に天板（１２）を搭載した構造、上記底板（１１
）上に上記収納ボックス（１０Ａ、１０Ｂ）を横置き多段に積み重ねてその収納ボックス
列を横に並べその上に上記天板（１２）を搭載した構造、又は上記底板（１１）上に上記
収納ボックス（１０Ａ、１０Ｂ）を横置き多段に積み重ねてその一側方又は両側方に縦置
きにした上記収納ボックス（１０Ａ、１０Ｂ）を並べその上に天板（１２）を搭載した構
造のいずれかの構造をなす請求項１記載の組立式家具。
【請求項４】
　横幅及び奥行の寸法Ｌが高さＨの２倍の寸法の矩形ボックス状をなす上記収納ボックス
（１０Ａ、１０Ｂ）を４つ備え、上記底板（１１）及び天板（１２）は横幅が上記収納ボ
ックス（１０Ａ、１０Ｂ）の横幅Ｌの２倍の寸法の矩形板状をなす請求項１記載の組立式
家具。
【請求項５】
　上記４つのうちの少なくとも１つの収納ボックス（１０Ｂ）は前面が蓋（１０Ｃ）が開
閉されるようになっている請項３記載の組立式家具。
【請求項６】
　上記収納ボックス（１０Ａ、１０Ｂ）、底板（１１）、天板（１２）、サイドフレーム
（１３）及びハンガーフレーム（１５）にはジョイント金具の挿通穴が形成され、該ジョ
イント金具（１４Ａ、１４Ｂ、１４Ｃ）を挿通して抜止め具（１４Ｄ）に螺合させること
によって上記収納ボックス（１０Ａ、１０Ｂ）、底板（１１）、天板（１２）、サイドフ
レーム（１３）及びハンガーフレーム（１５）が相互に連結可能となっている請求項１記
載の組立式家具。
【請求項７】
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　上記サイドフレーム（１３）は組立てられた上記収納ボックス（１０Ａ、１０Ｂ）の背
面にジョイント金具によって仮止めされ、上記ハンガーフレーム（１５）はジョイント金
具によって上記底板（１１）の底面に仮止めされ、上記ジョイント金具（１４Ａ、１４Ｂ
、１４Ｃ）及び抜止め具（１４Ｄ）のうち、使用しないものがボックス（３０）に収納さ
れて上記底板（１１）の底面に仮止めされることによって保管されるようになっている請
求項６記載の組立式家具。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は組立式家具に関し、特にユーザが家庭や仕事場において簡単に組立てることが
でき、しかも使用しない部品を少なくした家具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ユーザが自分で組み立てられるようにした組立式家具が種々提案されている。例えば、
２つのユニットボックスを横に並べ、その側方に側板を取付け、上方に天板を取付け、室
内の隅にピッタリと押し付けることができるようにした組立式家具が提案されている（特
許文献１）。しかし、この組立式家具は規格の寸法で、規格の構造でしか組み立てること
ができない。
【０００３】
　他方、寸法の異なる複数のユニットボックスを組合せ、その上に天板を搭載し、ジョイ
ント金具で連結することによって、室内雰囲気や用途に適した机やラックを自由に組み立
てることができるようにした組立式家具が提案されている（特許文献２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実開平０５－１５８４９号公報
【特許文献２】登録実用新案第３１７４７０１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、特許文献２記載の組立式家具では寸法の異なる多数のユニットボックスや天板
を準備する必要があり、ユーザが家庭や仕事場において組立てるには非常に煩雑であり、
又使用しない多数のユニットボックスや天板が余ってしまう。
【０００６】
　本発明はかかる問題点に鑑み、ユーザが家庭や仕事場において簡単に組立てることがで
き、しかも使用しない部品を少なくした組立式家具を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　そこで、本発明に係る組立式家具は、横幅及び奥行が高さＨの整数倍の寸法Ｌの矩形ボ
ックス状をなし、前面が開放され、縦置き又は横置きにして用いられる複数の収納ボック
スと、横幅が上記収納ボックスの横幅Ｌの整数倍の寸法で、奥行が上記収納ボックスの奥
行Ｌと等しい矩形板状をなし、底面四隅に脚が設けられ、その上面全面にわたって又は上
面一側部に上記複数の収納ボックスが縦置き多列、横置き多段又は縦置きと横置きの組合
せにて並べられる底板と、高さが底板上面一側部上の横置き多段の上記収納ボックスの高
さに等しい矩形状をなし、上記底板上の他側端縁に起立されるサイドフレームと、該底板
と等しい形状及び大きさを有し、上記底板上に並べられた収納ボックスの上、又は上記底
板上に並べられた収納ボックスと起立されたサイドフレームの上に搭載される天板と、上
記底板上において上記起立されたサイドフレームと横置き多段の上記収納ボックスの側面
との間に掛けわたされ、ハンガーを構成するハンガーフレームとを備え、ハンガーラック
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付き収納棚及び収納ボックスの縦横の組合せの異なる複数のローボードの群から選択され
る家具に組立て可能となしたことを特徴とする。
【０００８】
　本発明の特徴の１つは、高さを基準とし横幅及び奥行を高さの整数倍とした同一の大き
さの矩形ボックス状の複数の収納ボックスを用い、これを縦横に並べて組立式家具を構成
するようにした点にある。
【０００９】
　これにより、収納ボックスの縦横の配列を変更することによってハンガーラック付き収
納棚や構造の異なるローボードを簡単に組立てることができ、又使用しないことがある部
品はサイドフレームだけであるので、ユーザが家庭や仕事場において室内雰囲気、ユーザ
の趣向あるいは用途にあった所望の家具を簡単に組立てることができる。
【００１０】
　ここで、ハンガーラック付き収納棚とは、底板上の一側部上に収納ボックスを横置き多
段に積み重ね、他側縁にサイドフレームを起立させ、両者の間にハンガーフレームを掛け
わたした構造の棚をいう。
【００１１】
　また、ローボードとは、底板上に縦置きにした収納ボックスを横に並べ、その上に天板
を搭載した構造、底板上に収納ボックスを横置き多段に積み重ねて、その収納ボックス列
を横に並べ、その上に上記天板を搭載した構造、又は底板上に収納ボックスを横置き多段
に積み重ね、その一側方又は両側方に縦置きにした収納ボックスを並べ、その上に天板を
搭載した構造のいずれかの構造の収納家具をいう。
【００１２】
　具体的には、横幅及び奥行の寸法Ｌが高さＨの２倍の寸法の矩形ボックス状をなす４つ
の収納ボックスを備え、底板及び天板は横幅が収納ボックスの横幅Ｌの２倍の寸法の矩形
板状に形成することができる。
【００１３】
　収納ボックスは全てが全面を開放したままでもよいが、前面が蓋が開閉される収納ボッ
クスを備えると、構造の多様性をアップできる。
【００１４】
　収納ボックス、底板、天板、サイドフレーム及びハンガーフレームにはジョイント金具
の挿通穴を形成し、ジョイント金具を挿通して抜止め具に螺合させることによって、収納
ボックス、底板、天板、サイドフレーム及びハンガーフレームを相互に連結可能とするの
がよい。
【００１５】
　また、ジョイント金具、サイドフレームやハンガーフレームは使用しない場合に適切に
保管しないと失うおそれがある。そこで、サイドフレームは組立てられた収納ボックスの
背面にジョイント金具によって仮止めし、ハンガーフレームはジョイント金具によって底
板の底面に仮止めし、ジョイント金具及び抜止め具のうち、使用しないものはボックスに
収納して底板の底面に仮止めすることによって保管するのがよい。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明に係る組立式家具の好ましい実施形態を示す部品の概略である。
【図２】上記実施形態におけるハンガーラック付き収納棚の組立て状態を示す図である。
【図３】図２の前段の工程を示す図である。
【図４】上記実施形態におけるローボードの構造を示す図である。
【図５】図４と異なる構造のローボードを示す図である。
【図６】図４及び図５と異なる構造のローボードを示す図である。
【図７】図４ないし図６と異なる構造のローボードを示す図である。
【図８】図４に示す作業によって組立てられたローボードを示す図である。
【図９】図８のローボードにおいてサイドフレームの保管状態を示す背面からの斜視図で
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ある。
【図１０】図８のローボードにおいてハンガーフレーム、ジョイント金具及び抜止め具の
金具類の保管状態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明を図面に示す具体例に基づいて詳細に説明する。図１ないし図７は本発明
に係るテーブルユニットの好ましい実施形態を示す。図において、本例の組立式家具は４
つの収納ボックス１０Ａ、１０Ｂ、底板１１、天板１２、サイドフレーム１３、ジョイン
ト金具１４Ａ、１４Ｂ、１４Ｃ及び抜止め具１４Ｄ、ハンガーフレーム１５の組合せによ
って構成されている。
【００１８】
　収納ボックス１０Ａ、１０Ｂは木板や合板などを用い、高さＨを基準とし、横幅及び奥
行の寸法Ｌが高さＨの２倍の矩形ボックス状に製作され、前面は開放され、又収納ボック
ス１０Ａ、１０Ｂの上下両壁面、左右両側壁面及び背壁面にはジョイント金具の挿通穴１
０Ｄが適宜形成されている。また、４つのうち、２つの収納ボックス１０Ｂは前面に蓋１
０Ｃが開閉自在に設けられている。
【００１９】
　底板１１は木板や合板などを用い、横幅が収納ボックス１０Ａ、１０Ｂの横幅Ｌの２倍
の寸法２Ｌ、奥行が収納ボックス１０Ａ、１０Ｂの奥行Ｌと等しいＬの矩形板状に製作さ
れ、その底面四隅には脚１１Ａが取付けられ、底板１１の底面周縁にはスカート１１Ｂが
設けられ、又底板１１にはジョイント金具の挿通穴１１Ｄが適宜形成されている。
【００２０】
　天板１２は木板や合板などを用い、底板１１の同一の横幅及び奥行の矩形板状に製作さ
れ、上面後半部にはリム１２Ａが形成されている。
【００２１】
　サイドフレーム１３は木板や合板などを用い、高さが収納ボックス１０Ａ、１０Ｂの横
幅Ｌの２倍の寸法２Ｌ、奥行が収納ボックス１０Ａ、１０Ｂの奥行Ｌと等しいＬの矩形フ
レーム状に製作され、上部にはジョイント金具の挿通穴１３Ｄが形成され、頂面及び底面
にはジョイント金具のねじ穴１３Ｅが形成されている。
【００２２】
　ハンガーフレーム１５は木製棒を用い、底板１１上に起立されたサイドフレーム１３と
横置き多段の収納ボックス１０Ａ、１０Ｂの側面との間に掛けわたされる寸法Ｌに製作さ
れ、両端面にジョイント金具のねじ穴１５Ｅが形成されている。
【００２３】
　例えば、ハンガーラック付き収納棚２０を組立てる場合、例えば図３に示されるように
、底板１１の上面右側部に蓋１０Ｃ付きの収納ボックス１０Ｂを横置きに２段に重ね、底
板１１と収納ボックス１０Ｂを長尺のジョイント金具１４Ｃ又は短尺のジョイント金具１
４Ｂと抜止め具１４Ｄによって相互に連結し、底板１１の上面左側縁にハンガーフレーム
１３を立ててジョイント金具１４Ｃによって連結する。
【００２４】
　次に、図２に示されるように、横置き２段に積み重ねた蓋付き収納ボックス１０Ｂの上
に収納ボックス１０Ａを横置き２段に積み重ね、ジョイント金具１４Ｂによって連結し、
上段の収納ボックス１０Ａとサイドフレーム１３との間にハンガーフレーム１５を差し込
み、ジョイント金具１４Ｂによって相互に連結した後、上段の収納ボックス１０Ａとサイ
ドフレーム１３に天板１２を乗せ、ジョイント金具１４Ｂによって連結すると、ハンガー
ラック付き収納棚２０を組み立てることができる。
【００２５】
　また、ローボックス２１を組立てる場合、図４に示されるように、底板１１の上に蓋付
き収納ボックス１０Ｂを横置きに並べてジョイント金具１４Ｂ、１４Ｃと抜止め具１４Ｄ
を用いて連結し、その上に収納ボックス１０Ａを横置きに並べてジョイント金具１４Ｂ、
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連結すると、図４に示されるような収納ボックス１０Ａ、１０Ｂを横置き２段に積み重ね
、これを横に並べた構造のローボックス２１を組立てることができる。図８は組立て状態
を示す。
【００２６】
　また、図５に示されるように、収納ボックス１０Ａ、１０Ｂを縦置きにして底板１１の
上に横４列に並べ、ジョイント金具１４Ａ、１４Ｂで連結した後、天板１２を搭載してジ
ョイント金具１４Ａ、１４Ｂで連結すると、収納ボックス１０Ａ、１０Ｂを縦置きにして
横に並べた構造のローボックス２２を組立てることができる。
【００２７】
　さらに、図６に示されるように、底板１１の上面中央に蓋付き収納ボックス１０Ｂ、１
０Ｂを横置き２段に積み重ねてジョイント金具１４Ａ、１４Ｂで連結し、その両側に収納
ボックス１０Ａを縦置きに並べてジョイント金具１４Ａ、１４Ｂで連結し、天板１２を搭
載してジョイント金具１４Ａ、１４Ｂで連結すると、横置き２段重ねの収納ボックス１０
Ｂの両側に収納ボックス１０Ａを１つずつ縦置きにして並べた構造のローボックス２３を
組立てることができる。
【００２８】
　また、図７に示されるように、底板１１の上面右側に蓋付き収納ボックス１０Ｂ、１０
Ｂを横置き２段に積み重ねてジョイント金具１４Ａ、１４Ｂで連結し、上面左側に収納ボ
ックス１０Ａを縦置き２列に並べてジョイント金具１４Ａ、１４Ｂで連結し、天板１２を
搭載してジョイント金具１４Ａ、１４Ｂで連結すると、横置き２段重ねの収納ボックス１
０Ｂの側方に収納ボックス１０Ａを縦置きに２列に並べた構造のローボックス２４を組立
てることができる。
【００２９】
　また、図８に示されるローボックスにおいて、使用しないサイドフレーム１３は図９に
示されるように、組み立てた収納ボックス１０Ａ、１０Ｂの背面にサイドフレーム１３を
当ててジョイント金具によって仮止めし、ハンガーフレーム１５は図１０に示されるよう
に、底板１１に設けたブラケットの間に嵌め込んでジョイント金具によって仮止めし、使
用しないジョイント金具や抜止め具などの金具類はボックス３０に入れて底板１１に設け
たブラケットに嵌め込んで仮止めすることによって保管することができる。
【００３０】
　以上のように、収納ボックス１０Ａ、１０Ｂの縦横の配列を変更することによって、ハ
ンガーラック付き収納棚２０や構造の異なるローボード２１～２４を簡単に組立てること
ができ、又使用しないことがある部品はサイドフレーム１３だけであるので、ユーザが家
庭や仕事場において室内雰囲気、ユーザの趣向あるいは用途にあった所望の家具を簡単に
組立てることができる。
【符号の説明】
【００３１】
　　１０Ａ　１０Ｂ　　　収納ボックス
　　１１　　　底板
　　１２　　　天板
　　１３　　　サイドフレーム
　　１４Ａ、１４Ｂ、１４Ｃ　　　ジョイント金具
　　１４Ｄ　　　抜止め具
　　１５　　　ハンガーフレーム
　　２０　　　ハンガーラック付き収納棚
　　２１～２４　　　ローボックス
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